
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

今年もボランティアの方が飼

い始めた鈴虫が孵化
ふ か

し、子ども

たちがたくさん育っています。

里親を希望される方はボランテ

ィアセンターまでご連絡くださ

い♪ 

７月に４回にわたり、「傾聴」の基礎を学ぶ講座を行い、22 名の 

方にご参加いただきました。施設での実践も交えながら、傾聴の心 

得やポイントを学びました。また、アイマスク・白杖体験やボラン 

ティア活動者のお話しを聞くことで、実際の活動をイメージした講 

座内容となりました。受講生の方からは、「寄り添う心の大切さを 

感じた」「初めての受講でも楽しく学ぶことができた」との声をい 

ただきました！みなさんは今後施設などでの活動を予定しています。 

日時  
場所 榎列公民館 

（榎列下幡多８０２） 

 

 

セミの「ミーン…ミーン」というあの鳴き声で
すが、スマホを通すと相手には聞こえません。携
帯電話が対応している周波数は 300-3500hz

なのですが、セミの鳴き声は 4000hz 以上なの
で、相手には聞こえないのです。同じ理由から、

鈴虫の鳴き声も聞こえません。不思議ですね…。 

８月中旬頃から鳴きはじ

めます。９月にピークを迎

え、10 月まで鳴き声を楽

しむことができますよ！ 
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7 月 19 日山添コミュニティセンターにおいて第 5 回「山添 

夏祭り」が開催されました。これは、山添なかよし会が、年に 1 

回山添の小学生と時間を共有する大切な行事です。昨年は子ども 

たちと一緒にマップ作りをし、それぞれの自宅から避難所への安全な経路を確認しました。今回

も世代間の交流と防災についての学びがテーマとなっています。 

昼前、終業式を終えた小学生がコミュニティセンターに集まり夏祭りが始まりました。年々子

どもの数は減少しているとは言うものの、49名もの小学生が参加してくれました。あいにくの

雨で予定していた孟宗竹から流れるそうめん流しは中止となりましたが、そうめんとアルファ化

米のおにぎりを食べ、元気な子どもたちの声がセンターに響いていました。このアルファ化米と

は、炊飯や煮蒸などにより炊いた米を、そのままの状態で熱風により乾燥させ、長期の保存を可

能にしたものです。災害時用に備蓄される物が多く、お手伝いをしてくれたお母さんたちもアル

ファ化米を調理するのは初めてだということで、貴重な経験になったと思います。 

昼食後、防災の学びでは、各地の災害の様子を映像で見てもら

い、社協職員が地震での体験を話しました。大人数の子どもたちで

はありましたが、経験に基づく話は大変興味深いもののようで、熱

心に聴いている様子が非常に印象的でした。今年は、山添消防団の

団員 4 名にも参加いただき、防災クイズを○×形式で行い、楽しい

ながらも防災ついての意識を高めて頂けたと思います。 

中筋いきいきサロンは、参加人数も多く、営農教室、料理教室、健康教

室と幅広く学びの場を計画されています。また、例年、12月には中筋の

子どもたちと一緒にクリスマス会を開催されている活発なサロンです。 

7 月の会は、いずみ会の料理教室が開催されました。夏を乗り切るスタミナ料理を作り、会食を

楽しみました。いつも活発な活動をされているだけに、のんびりとみなさんが共有したおしゃべり

の時間が持てなかったというのが気になっていたとのことです。今回はおいしい会食の後のゆっく

りとした時間を利用して、自己紹介ゲームをしました。1～6 まで 

お題を用意し、「サイコロの出た目の番号のお題をみんなに披露 

する」という昭和的な自己紹介です。近くに住んでいても忙しく 

て、なかなかサロンのメンバーのことを知らないと言われる方も 

多く、楽しいことをおしゃべりする事で、印象付けられたと思い 

ます。知ることの第 1 歩ですね。 

 

昨年の西日本豪雨の被災された方が振り返って言われたことは、地域住

民とのつながりと、自分の地域のことを知ることの大切さだということで

した。避難時にとっさの判断でわき道に逃れ、土石流から逃れたとのこと

です。まさに「知る」ことを身をもって体験されたお話でした。 

 


